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消
費
豆
知
識 

₄₄

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す

慌
て
て
連
絡
は
し
な
い
！
焦
っ
て
支
払
わ
な
い
！

事
例
１

　
パ
ソ
コ
ン
で
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
が
無

料
と
表
示
が
あ
っ
た
の
で
ク
リ
ッ
ク
し

た
ら
有
料
登
録
に
な
り
料
金
請
求
画
面

が
表
示
さ
れ
た
。

事
例
２

　
携
帯
電
話
に
自
動
音
声
で
有
料
ア
ダ

ル
ト
サ
イ
ト
の
料
金
請
求
の
電
話
が
あ

り
、
指
示
に
従
い
プ
リ
ペ
イ
ド
型
電
子
マ

ネ
ー
を
購
入
し
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の

番
号
を
メ
ー
ル
や
F
A
X
で
送
信
し
た
。

事
例
３

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ア
ダ
ル
ト
サ
イ

ト
の
広
告
を
タ
ッ
プ
し
た
ら
シ
ャ
ッ

タ
ー
音
が
し
て
突
然
登
録
さ
れ
た
。
電
話

を
し
た
ら
コ
ン
ビ
ニ
で
支
払
う
よ
う
指

示
さ
れ
支
払
っ
た
。

事
例
４

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
誤
っ
て
広
告
か

ら
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
つ
な
が
っ
た
。
料

金
請
求
画
面
が
表
示
さ
れ
、
時
間
の
カ
ウ

ン
ト
が
開
始
さ
れ
た
。
業
者
に
電
話
を
し

て
し
ま
っ
た
が
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

　
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

し
た
と
こ
ろ
、
突
然
、「
登
録
完

了
画
面
」や「
料
金
請
求
画
面
」が

現
れ
、
様
々
な
手
口
で
消
費
者
を

不
安
に
さ
せ
る
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
退
会
・
解
約
は
こ
ち
ら
」等
と
表

示
し
て
、
業
者
へ
連
絡
を
さ
せ
、

「
支
払
わ
な
い
と
職
場
に
連
絡
を

す
る
」等
と
支
払
い
を
迫
り
ま
す
。

焦
っ
た
消
費
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
見
つ
け
た
相
談
先
が
実
は
探

偵
業
者
で
、
さ
ら
な
る
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ス

・
サ
イ
ト
内
の
ボ
タ
ン
を
安
易
に

ク
リ
ッ
ク
・
タ
ッ
プ
し
な
い

・
決
し
て
業
者
へ
連
絡
し
な
い

・
慌
て
て
お
金
を
支
払
わ
な
い

・
不
安
に
思
っ
た
ら
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
す
る

　今日の元気を明日の元気に！！おおむね65歳以上の方を対象に介護予防教室を実施します。み
んなで楽しく活動しましょう。みなさまの参加をお待ちしています。

日にち 時間 内容 場所 申し込み先

1月18日（水）
午前 10時
～
正午

音楽 中央公民館 ふじやまの里

1月24日（火） 音楽 坂上コミセン

2月��7日（火） 工作 天神町公民館
トータスホーム

2月10日（金）
午前 9時 30分

～
午後 0時 30分

男の料理 明治コミセン

在宅介護支援センターによる介護予防教室のご案内

▼
相
談
日
時
＝

　

月
～
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　

午
前
9
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～
4
時

▼
相
談
場
所
＝
上
三
川
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
役
場
3
階
）

▼
相
談
専
用
電
話
番
号
＝
☎
56
9
1
5
3

　

病
院
な
ど
の
窓
口
で
保
険
証
を
提
示
す

れ
ば
、
患
者
は
か
か
っ
た
医
療
費
の
3
割

（
義
務
教
育
就
学
前
は
2
割
、
70
歳
以
上

は
1
割
～
3
割
）を
窓
口
で
支
払
い
、
残

り
の
額
を
国
民
健
康
保
険
が
負
担
す
る
と

い
う
の
が
、
保
険
診
療
の
基
本
的
な
し
く

み
で
す
。

　

し
か
し
、
急
病
な
ど
で
や
む
を
得
ず
、

保
険
証
を
持
た
ず
に
治
療
を
受
け
た
と
き

は
医
療
費
を
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担

し
、
あ
と
で
国
民
健
康
保
険
に
申
請
す
る

こ
と
に
よ
り
、
自
己
負
担
金
相
当
額（
保

険
証
を
提
示
し
た
場
合
に
窓
口
で
支
払
う

べ
き
額
）を
除
い
た
金
額
が
払
い
戻
し
さ

れ
ま
す
。

※�

医
療
処
置
が
適
切
で
あ
っ
た
か
審
査
し

ま
す
の
で
、
申
請
か
ら
支
給
ま
で
数
ヶ

月
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、審
査
の
結
果
、

支
給
さ
れ
な
い
場
合
や
一
部
の
み
の
支

給
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証�

・
診
療
報
酬
明
細
書（
レ
セ
プ
ト
）

・
領
収
書�

・
印
か
ん

・
振
込
先
が
わ
か
る
も
の（
通
帳
等
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
様
へ

や
む
を
得
な
い
事
情
で
保
険
証
を

持
た
ず
に
病
院
に
か
か
っ
た
と
き

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　

保
険
課
国
保
年
金
係

　

☎
56
9
1
3
4

▶問い合わせ先＝保険課　高齢者支援係 ☎56 9102

☎56 0958

☎52 2220
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
平
成

28
年
中
に
住
宅
を
新
築
・
購
入
・
増
改
築
を
し

て
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
申
告
手
続
き

を
行
う
際
に
は
、
平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
か

ら
住
民
票
の
写
し
の
添
付
が
不
要
と
な
り
ま
し

た
。

　

平
成
28
年
中
に
住
宅
を
新
築
・
購
入
・
増
改

築
を
し
て
、
金
融
機
関
や
勤
務
先
か
ら
借
り
入

れ
た
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
期
間
が
10
年
以
上
で

あ
る
等
、
一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
「
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
」
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
所
得
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
こ
の
特
別
控

除
を
受
け
る
に
は
、
新
築
し
、
居
住
を
開
始
し

た
翌
年
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

●
確
定
申
告
の
場
所
・
期
間

○
マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
申
告
相
談
会
場

　

▼�

期
間
＝
2
月
16
日
（
木
）
～
3
月
15
日

（
水
）
の
平
日
、
及
び
2
月
19
日
・
26
日
の

日
曜
日

　

▼
時
間
＝
午
前
9
時
～
午
後
4
時

○
上
三
川
町
役
場
（
3
階
申
告
会
場
）

　

▼�

期
間
＝
2
月
16
日
（
木
）
～
3
月
15
日

（
水
）
の
平
日
、
及
び
2
月
19
日
・
26
日
の

日
曜
日

　

▼�

時
間
＝
午
前
8
時
30
分
～
11
時
、
午
後
1

時
～
4
時

●
申
告
に
必
要
な
書
類
等

①�

平
成
28
年
分
の
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

（
原
本
）

②�

住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残
高

証
明
書
（
2
か
所
以
上
か
ら
借
入
れ
が
あ
る

場
合
は
す
べ
て
の
証
明
書
）

③�

工
事
請
負
契
約
書
又
は
売
買
契
約
書
の
写
し

（
契
約
年
月
日
・
契
約
金
額
・
契
約
者
名
・
物

件
記
載
の
ペ
ー
ジ
と
収
入
印
紙
が
添
付
し
て

あ
る
ペ
ー
ジ
が
必
要
で
す
）

④�

宇
都
宮
法
務
局
交
付
の
最
新
の
家
屋
の
「
登

記
事
項
証
明
書
」
（
平
成
29
年
１
月
１
日
以

降
に
取
得
し
た
も
の
）

※�

権
利
証
（
登
記
済
証
）
は
登
記
事
項
証
明
書

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
宅
敷
地
等
の
取
得
に
か
か
る
借
入
金
が
あ
る

場
合

⑤�
宇
都
宮
法
務
局
交
付
の
土
地
の
「
登
記
事
項

証
明
書
」
・
土
地
の
売
買
契
約
書
の
写
し

増
改
築
な
ど
の
場
合

⑥�

建
築
確
認
済
証
の
写
し
、
検
査
済
証
の
写

し
、
又
は
建
築
士
等
か
ら
交
付
を
受
け
た
増

改
築
等
工
事
証
明
書

⑦
印
か
ん

⑧
申
告
者
名
義
の
預
金
通
帳
口
座
番
号

※�

①
～
④
、
⑦
、
⑧
は
皆
さ
ん
必
要
で
す
。

⑤
、
⑥
は
該
当
す
る
場
合
に
必
要
で
す
。

　

そ
の
他
、
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
等

の
確
定
申
告
に
必
要
な
書
類
等
に
つ
い
て
は
、

広
報
２
月
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

　

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
３
月
11
日
、
午
後
２
時
46
分
。
仙
台
沖
約
70

㎞
の
海
底
を
震
源
と
し
た
巨
大
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
の
揺
れ
は
東
日
本
全
体
に
及
び
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

と
と
も
に
、
地
震
に
伴
う
津
波
は
多
く
の
命
を
飲
み
込
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
大
き
な
自
然
災
害
は
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
上
三
川
で
も
、

震
度
五
強
と
い
う
激
し
い
揺
れ
を
感
じ
、
家
屋
な
ど
に
大
き
な
被
害
を
与
え

ま
し
た
。

　

こ
の
震
災
の
特
徴
は
、
そ
の
被
害
の
大
き
さ
と
と
も
に
、
昼
間
に
起
っ
た

こ
と
か
ら
、
被
害
の
生
々
し
い
状
況
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
放
送
さ
れ
た
こ
と
。

そ
し
て
、
カ
メ
ラ
機
能
付
携
帯
電
話
の
普
及
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
ほ
ど
多
く
の
映
像
資
料
が
残
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

機
会
が
あ
る
ご
と
に
、
繰
り
返
し
流
さ
れ
る
映
像
は
、
そ
の
た
び
に
あ
の

日
を
思
い
だ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

た
だ
、
あ
の
日
の
上
三
川
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
„
記
録
＂
が
残
る
一
方

で
、„
記
憶
＂
の
風
化
が
心
配
さ
れ
る
昨
今
。

実
際
に
揺
れ
を
感
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
し
た
私
た
ち
は
、
こ
こ
上
三
川
で
何
が

起
き
て
い
た
の
か
を
忘
れ
ず
„
備
え
＂、
そ

し
て
子
・
孫
の
世
代
が
大
き
な
被
害
を
受

け
な
い
よ
う
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
だ
鮮
明
な
記
憶
と
し
て
残
っ
て
い
る

い
ま
の
う
ち
か
ら
。

第
十
話　

東
日
本
大
震
災

上
三
川
の
自
然
災
害

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　

税
務
課　

住
民
税
係

　

☎
56
9
1
2
2

震災から半年後の南三陸町


